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１．概要（Summary） 

 本研究ではマイクロマシン技術を用いて液体を封

入する MEMS デバイスを作製した。MEMS デバイスに Ag

ナノ粒子を入れた溶液を封入し、透過型電子顕微鏡内

部に挿入した。 

 本研究の目的は、MEMS 技術を活用して透過電子

顕微鏡用の高機能液体セルを作り、化学・機械・電気 

的な刺激に応して起きるナノスケールの液体中現象

を「その場」観察しなから物性の変化を測定すること

である。 

 

２．実験（Experimental） 

 MEMS デバイスのフォトマスクは、高速大面積電

子線描画装置、マスク・ウェーハ自動現像装置群、ク

リーンドラフトを用いて作製した。酸化膜の成膜とフ

ォトリソグラフィ、DRIE によりデバイスを作製した。  

 Fig.1 は作製した MEMS デバイスの断面を描いたも

の。2 枚のシリコンウェハをエポキシで張り合わせた。

張り合わせたシリコンウェハの間にはフォトレジス

トで隙間を作り、できた隙間に観察する液体を入れて

エポキシで封をした。 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Crossectional view of liquid-cell MEMS device. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Ag ナノ粒子を封入した MEMS デバイスを電子顕微鏡で

観察した(Fig.2)。Fig.2の白い斑点がAgのナノ粒子に相

当する。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 Measurement of liquid with Ag nano particle.  

 

 以上のように液体を封入した MEMS デバイスを作製し、

Ag ナノ粒子を観察できた。ただ、Ag ナノ粒子の形状やそ

のブラウン運動がまだ見えないので、さらに薄い MEMS デ

バイスを作製することで TEM 像の分解能を上げる必要が

ある。例えば Graphene といった極めて薄い隔膜を用いて

液体セルを作製すれば低加速電圧でも高い分解能が得

られると予想でき、生体分子などのその場観測ができると

期待される。このため、今後はこれまで直接の測定や観測

か困難であったナノ領域の現象や化学反応に対し、新た

な知見の獲得が期待できる。 
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